
　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
本
会
の
事
業
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昭
和
41
年
4
月
に
法
人
設
立
し
た
本
会
は
、
今
日
ま
で
町

民
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
地
域
福
祉
活
動
や

介
護
保
険
事
業
を
中
心
と
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
運
営
と
質

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
近
年
に
お
け
る
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
等
で
家

庭
の
介
護
力
が
低
下
す
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の
在
り
方

が
問
わ
れ
る
時
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
認
知
症
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
が
増
加
の
傾
向
に
あ

り
、
地
域
社
会
や
家
族
が
変
化
す
る
中
、
介
護
保
険
で
は
対
応
で
き

な
い
生
活
支
援
や
、
経
済
的
貧
困
等
を
背
景
と
す
る
深
刻
な
生
活
課

題
が
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
は
、
公
的
な
制
度
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
・
支
援
だ
け
で
な
く
、
普
段
か
ら
地
域
の
人
た
ち
と
互

い
に
支
え
、
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
支
援
の

必
要
な
方
が
住
み
慣
れ
た
町
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
に
、
豊
か
な
人
間
関
係
の
も
と
住
民
の
皆
様
と
社
協
が

協
働
し
て
体
制
づ
く
り
や
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

法
人
設
立
50
年
の
節
目
の
年
、
役
職
員
一
同
初
心
に
返
り
「
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
町
民
の
皆

様
方
を
は
じ
め
町
行
政
並
び
に
地
域
福
祉
推
進
委
員
や
関
係
団
体
と

連
携
し
、
更
な
る
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
明
る
い
地
域

社
会
実
現
の
た
め
、
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
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で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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《法　人》
《個　人》梅津　光雄　　小笠原　英信　　髙橋　玄舟

大口募金協力事業者ご芳名 （50音順・敬称略）

愛昭運輸

青木電気工事

アグリメントなか

アベ床屋

安部塗装所

嵐商店

いいで福祉会

飯豊米ネットワーク

飯豊町観光協会

飯豊町産業開発公社

飯豊町商工会

飯豊めざみの里観光物産館

いいでめざみの里福祉会

いいで旅館

いいでワゴー薬局

居酒屋来来軒

泉学寺

いとう印刷

伊藤園

いとう自動車

伊藤造園土木

伊藤畜産

伊藤美容室

井上園芸

今魚店

いわはなや食堂

上田スポーツ店

魚井

ウマイヤ商店

梅津商店

エムエス置賜

エルベ

遠藤商店

置賜クリーン設備

オウラ

大岸製作所山形工場

大城鉄工所

オーシャン

オオヒラ

おそうじ館梅津

男鹿商店

恩徳寺

菓子の丸屋

粕川電機商会

ガレージフラット

岩松寺

歓喜院

喜雲寺

菊地工業

吉祥寺

木村自動車

行人沢そば吾合庵

協和ハウス

銀波

草刈商店

源居寺

小池建築

小泉たたみ店

香月

国分石材

小関塗装店

後藤酒店

後藤農場

ごとう美容室

後藤無線商会

こまくさ理容店

こまつ鍼灸接骨院

斎藤組

さかい食堂

寒河江設計

佐久間履物店

佐藤管工業

さとうクリーニング

佐藤酒店

佐藤鉄筋

佐藤輪業商会

さゆり内科歯科クリニック

山有縫製

三陽電気

ＪＦＥミネラル飯豊鉱業所

四季彩魚豊味

志田建築

島貫販売店

車匠ヨシダ

新丸七商店

スナック胡太郎

セーブオン飯豊萩生店

セルカ

千古屋

大工　手塚建築

高岡建築工業

髙橋工務店

たせい美容室

田中屋

田辺理容所

椿簡易郵便局

椿農産物加工所

つばき美容室

土地家屋調査士横山事務所

トップパーツ

冨永工務店

豊川建設

どんでん平ゆり園

中自動車整備工場

中津川エフエフ

中津川バイオマス

長沼新聞店

長沼安義税理士事務所

並木製作所山形工場

新野印刷

肉のすがい

西置賜ふるさと森林組合

日栄製作所

日進

橋本建築

東山アスコン共同企業体

樋口建設

ビューティーサロン舞衣

美容室いのうえ

美容室メルシー

美容ホワイト

船山印刷

舟山建築

船山商事

ヘアーサロンながおか

ヘアーサロンナス

ヘアーサロン細谷

豊城建設

ほーす

ほそや

ホリエ

堀呉服店

本長寺

巻坂塗装店

まつや

松山行政書士事務所

松山商店

マルコンデンソー

マルシチ米穀

丸八梅津商店

マルホ商店

まるや尾形商店

ミエ理容室

三ッ柳道路

緑のふるさと公社

ミヤコ美容室

美和美容室

めざみ交通

焼肉夕月

山形おきたま農業飯豊支店

山形中央信用組合飯豊支店

山形屋旅館

ヤマキチ

山口経営管理センター

山口治療院

山口ボディサービス

ヤマデン

湯ノ沢間欠泉湯の華

湯村板金

ゆり調剤薬局

米野土地家屋調査士事務所

リペアナガオカ

理容ハセベ

レペック

ワールドファイブ

若乃井酒造

渡部製材所

以上170件

御
理
解
・
ご
協
力
に

 
 
 
 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

御
理
解
・
ご
協
力
に

 
 
 
 

　
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

　
平
成
27
年
度
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

並
び
に
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
様
、
事
業
主
の
皆
様
の
ご
理
解
に

よ
り
、
多
く
の
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　
共
同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
っ
た
ん
山
形
県
共
同
募
金
会
に
送
り
、

広
域
で
使
わ
れ
る
も
の
を
除
い
て
本
町
へ

配
分
さ
れ
、
明
年
度
計
画
さ
れ
る
様
々
な

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、

新
し
い
年
を
迎
え
る
時
期
に
お
い
て

様
々
な
生
活
課
題
を
抱
え
る
世
帯
へ
の

支
援
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。



地域歳末
たすけあい

舟山弥一郎様よりご寄附頂きまし
た「お米（360kg）」は、町内生活
困窮世帯等164世帯へ贈呈させ
て頂きました。

し あ わ せ 平成 28 年 1 月 28 日発行（３）第　120�号

※その他、運動諸経費として１６,７４６円を配分させて頂いております。
　■12月16日の配分委員会の決定を経て、12月25日に民生委員による受配者宅への訪問を行っております。

経済的支援を必要とする世帯への生活援助事業

安否確認を必要とする単身高齢者等への特別配食サービス

要保護準要保護認定児童激励支援事業

ボランティアによる単身高齢者への福祉年賀状作成事業

配分金を受けて年末に執行された福祉活動

飯豊町社会福祉協議会　　　 　（ 84件 /７５９,０００円）

飯豊町民生委員児童委員協議会（123件 /１２４,７５４円）

飯豊町民生委員児童委員協議会（ 29件 /  ８７,０００円）

特定非営利活動法人ほっと　 　（154件 /　１５,０００円）

いいでの町を良くするしくみ。いいでの町を良くするしくみ。いいでの町を良くするしくみ。

２,２５８,７４８円２,２５８,７４８円
目標額 2,353,000円（達成率 96.0％）

共同募金総額共同募金総額

平成２７年度（募金期間：平成２７年１０月１日～１２月３１日）

１,００２,５００円１,００２,５００円
目標額 1,005,000円（達成率 99.8％）

歳末たすけあい募金総額歳末たすけあい募金総額

平成２７年度（募金期間：平成２７年１１月１２日～１２月１４日）

＜集まった募金の配分先＞
○広域施設団体経費配分　　 533,000円　
　⇒山形県内の小規模作業所、社会福祉施設・団体へ

○地域福祉活動事業配分　1,725,748円　
　⇒飯豊町を良くする福祉活動のために町社協へ

種　　　類

戸　別　募　金

大　口　募　金

職　域　募　金

学　校　募　金

イベント募金

街　頭　募　金

合　　　計

募金額（円）

1,410,818

741,307

28,568

52,120

22,173

3,762

2,258,748

件　数

2,077

170

18

5

2

4

2,276

種　　　類

戸　別　募　金

寄　贈　物　品

金額／数量

1,002,500円

精米（360kg）

寄付者

町内2,006世帯

舟山弥一郎様（松原）

御預かり致しました金品は支援を
必要としている方々を支えるための
福祉活動に配分させて頂きました。

―共同募金に寄せられた皆さんのやさしい気持ちは、身近な福祉活動を支えています―

●学校募金協力校
　　飯豊中学校、第一小学校、第二小学校

　　添川小学校、手ノ子小学校

●募金活動にご協力頂いた皆様
　　チャリティーグラウンドゴルフ大会参加者

　　特定非営利活動法人ほっと

　　めざみの里観光物産館 共同募金は「やさしさ」と「ありがとう」をつなぎます



集落のもつ力を再発見！「ともに生きる」を考える実践！集落のもつ力を再発見！「ともに生きる」を考える実践！
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「
気
づ
き
」「
つ
な
が
り
」
身
近
な
地
域
で
支
え
あ
う
た
め
に

「
気
づ
き
」「
つ
な
が
り
」
身
近
な
地
域
で
支
え
あ
う
た
め
に

”集
落
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

“
を
開
催

　

支
え
あ
い
の
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
た
「
集
落
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
進
め
て

今
年
度
で
７
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
住
民
た
ち
が
自
ら
地

域
課
題
を
発
掘
す
る
こ
と
を
ひ
と
つ
の
ね
ら
い
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
同
じ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
者
同
士
が
相
集
い
、
互
い
の
趣
味
や
技
術
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
住
民
が
暮
ら
し
続
け
た
い
と
実
感
で
き
る
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
も
包
含
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
策
定
し
た
「
飯
豊
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
で
は
、「
ひ
と
り
一
人
の

生
に
光
を
あ
て　

幸
せ
を
実
感
で
き
る
暮
ら
し
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
る
「
生
」
に
は
、「
生
命
」
や
「
生
活
」、「
生
き
方
」

な
ど
複
数
の
意
味
を
持
た
せ
て
お
り
ま
す
が
、「
生
き
が
い
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

特
に
、高
齢
者
の
「
生
き
が
い
」
に
周
囲
が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
こ
と
で
、

住
民
が
互
い
に
関
心
を
抱
き
、
つ
な
が
り
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く

り
、
更
に
は
、
住
民
が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
に
結
び
つ
い

て
い
き
ま
す
。「
集
落
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
通
じ
、
同
じ
地
域
に
住
む
人
達
の

知
恵
や
特
技
、さ
ら
に
は
郷
土
に
対
す
る
思
い
に
目
を
向
け
、耳
を
傾
け
る
こ
と
で
、

不
安
や
悩
み
も
引
き
出
し
合
え
る
関
係
づ
く
り
に
発
展
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

今
回
ご
協
力
頂
い
た
「
高
峰
地
区
」
は
、
昨
年
春
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
を
地
区
全
体
で
立
ち
上
げ
、
特
に
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
椿
地
区
の
「
辻
集
落
」
に
お
い
て
は
、
豊
富
な

趣
味
や
特
技
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
地
域
で
、
高
齢
者
の
笑
い
声
や
元
気
が
毎

回
溢
れ
る
サ
ロ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
二
つ
の
地
域
に
共
通
し
て
い
え
る

の
は
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
み
ん
な
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
暮
ら
し
を
進
め
て
い
く

た
め
の
行
動
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、
多
く
の
喜
び
や
楽

し
み
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
高
齢
者
は
支
え
ら
れ
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
い
。」
私
達
が
続
け
て
き
た
こ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
あ
ら
た
め
て
、
高
齢
者
ひ
と
り
一
人
が
地
域
福
祉

活
動
の
実
践
者
に
な
り
得
る
こ
と
に
手
応
え
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

○身の回りの不安なこと、心配なことを話し合う。
○普段行っている趣味や活動を紹介し合う。
○どんな「集落」、「高齢者」になりたいか考える。
○どんな「支えあい」が必要なのかを考える。

たとえば・・・
●食事・健康づくり
●買い物・手仕事
●生き甲斐・趣味
●除雪　など

○第１回で出された問題などの解決方法を導き出す。
○高齢者の幸せ、将来像を考える。
○必要であれば問題解決のための福祉活動を作る。
○集落独自の「支え合い活動」について検討する。
○集落を良くするために私たちができることを探る。

たとえば・・・
●個人のものをみ
　んなで共有
●小さな活動から
　集落による福祉
　活動へ
●他地域への波及

支えあって住み続けられる地域の実現に向けた行動支えあって住み続けられる地域の実現に向けた行動

第1回ワークショップ（11月19日～20日）
 『高齢者を取り巻く問題や解決すべき課題を話し合う』

第2回ワークショップ（12月17日～18日）
 『問題解決をするための方法と活動を考え、サロン開設等の可能性を探る』

『集落ワークショップの進め方』
STEP 1STEP 1

STEP 2STEP 2

アクションアクション
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【地域の紹介】
　平成26年度に総務省から「過疎集落等自立再生対策事
業」を受け地区全体で地域活性化に取り組んでいる。昨
年２月には、高齢者世帯の除雪対策の一環として外部か
ら除雪ボランティアの受入れを行っている。今年度から
は高齢者の健康づくりを進めるために「ゆいの里たかみ
ねサロン」を立ち上げ、月２回の活動を実施するなど、
これからの活動にも注目したい地域である。

■農作物を使って、高齢者の楽しみと地域ぐるみのイベントを増やそう！
　⇒米づくり、野菜づくりが地元の高齢者の生きがい。いつか地元に直売所を作りたい。
　・まずは、野菜の物々交換からやってみる。（失われた農産物を復活させよう）
　・美味しいおにぎりづくりをマスターし「おにぎりパーティー」を開いてみる。
■サロン活動を通じて高齢者の健康づくりと介護予防を推進しよう！
　⇒健康長寿を目標に地元の高齢者が気軽に集まれる場の定着化を図る。
　・サロンに集まったら、「お手玉」を使って脳のトレーニング。
■冬期間の「除雪」が高齢者世帯にとって大きな悩みの種！ＶＳ雪
　⇒除雪ボランティアの養成と外部からの受入れを積極的に行う。
■地元の高齢者が持つ優れた技術や昔の経験を地域づくりに活かそう！
　⇒お手玉などの「昔の遊び」や「郷土料理」を地元の子供達に伝える。
　・山菜干しの技術を若い世代に伝承。和服のリフォーム教室等を開催してみる。
　・除雪ボランティアに来てくれた都会の人達を招待してもてなそう。（ゆいの里たかみねファン作る）

高峰地区／ゆいの里たかみね （●協議会長／小川　吉儀　●世帯数／１０７戸）

【地域の紹介】
　「いきいきサロン」は、平成26年度から活動を開始し
ており、毎回多くの参加者でにぎわっている。集まった
人たちの多くが様々な趣味を持っており、これからユニ
ークな活動作りに期待が持てる。２回目に行った「ドラ
イフラワー」作りは少し難しかった様ですが、元気で笑
顔溢れる雰囲気が、とてもうれしく、子供から高齢者ま
でみんな家族のように思える集落だ。

■高齢者の趣味や特技を活かし、明るく楽しいサロン活動を続けよう！
　⇒集落には多彩な趣味が集まっている。一人一人が持っている得意技を活かす。
　・毛糸を使った編み物が得意　→　集落の人への贈り物等に採用できる。
　・花の栽培、鑑賞が趣味　　　→　ドライフラワー作りにみんなで挑戦してみる。
　・アマチュアカメラマン　　　→　みんなの笑顔撮影を現像してジグソーパズルを作成してみる。

■さらに魅力ある地域づくりを。子供達と高齢者との交流の機会を作ろう！
　⇒老後の楽しみ方や地元暮らしの魅力を若い世代に発信。
　・「念仏踊りの笛吹き」や「ほうき作り」などを地元の子供達と一緒に。
　・「魚釣り教室」の開催や「郷土料理のレシピ集」作成などで交流を。

■普段の暮らしの中での不安をサロンの仲間同士で解消していこう！
　⇒サロンを通じて自助・共助を考える。
　・認知症になりたくない。→みんなで認知症に関する勉強会をやろう。
　・一人暮らしなので生活が不安。さびしくなる時がある。→仲間同士での見守り活動も考えられる。

椿地区／辻自治会 （●自治会長／大内新一郎　●世帯数／３０戸）
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やまがた出会い

　サポートセンター

出会いの機会をあなたに…

山　形　県 ～出会い支援サービス事業～

　山形県、市町村、商工団体等で運営している「やまがた出会いサポートセンター」では、結婚
を希望する独身者を応援するため、１対１のお見合い支援サービスを行っております。
　20歳以上のパソコンやスマートフォンをお使いの方なら、どなたでも登録いただけます。
　（登録料１万円、登録期間３年）
　「本気で結婚を考えている」「なかなか出会いの機会がない」方、まずはホームページをご覧
下さい。

http://ymsc-yamakon.net/

やまがた　出会い

★出会い支援サービス山形センター　☎０２３－６８７－１９７２
★月・火・土・日  10：00 ～ 17：00　 水  12：00 ～ 19：00

くらしの“あんしん”をお手伝いします！

「福祉サービス利用援助事業」「福祉サービス利用援助事業」
高齢者や障がいのある方など日常生活に不安のある方
が、地域で安心して暮らせるように、社会福祉協議会が
次のようなお手伝いをいたします。

1、福祉サービス利用のお手伝い

2、日常的な金銭の出し入れのお手伝い

3、大切な書類等のお預かり

こ
の
よ
う
な
こ
と
で

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

福祉サービスを利用したいけれど
どうすればいいのだろう。

福祉サービスを利用したいけれど
どうすればいいのだろう。

通帳や印鑑書類などを
どこに置いたか忘れてしまう。
通帳や印鑑書類などを

どこに置いたか忘れてしまう。

銀行に行って年金や生活費の
引き出しをすることが困難だ。
銀行に行って年金や生活費の
引き出しをすることが困難だ。

のご案内

まずは　　　　　　　　　　　　　　　　　　までお気軽にご相談下さい。
ご相談は無料です。相談内容の秘密は守ります。

社会福祉協議会 72－3353

（福祉サービスの利用に関する情報提供、
手続きのお手伝いや相談などをします。）

（預貯金の出し入れや預金の解約、医療費
や公共料金などの支払いの手続き、代行
など、毎日のくらしに欠かせないお金の
出し入れをお手伝いします。）

（預金通帳、印鑑、年金証書、契約書
などお預かりして安全な場所で保
管します。）

でも
検索できます。

お問い
合わせは…



（７）第�120　号 し あ わ せ 平成 28 年 1 月 28 日発行

改正道路交通法が成立
　75歳以上の方の免許制度が見直しされ、３年に１度の免許更新時に、認知機能
検査の判定が「認知症の恐れ」となった場合、医師の診断書の提出が義務付けら
れ、「認知症の恐れ」までいかなくても逆走や信号無視といった特定の交通違反
でも医師の診断書提出が義務付けられます。

　※「認知症」と診断されたり、医師の診断書を提出しない場合は、
　　免許の取り消し・停止となります。　（来年６月までに施行される予定です）

●急ブレーキが多くなる
●センターラインを踏み越える
●信号無視や道路標識の見落としが増える
●車庫入れに失敗する
●車間距離が一定に保てない
●カーブをスムーズに曲がり切れない

こんなことありませんか？

事故を起こす確率が高く、危険なサイン！

老化による「物忘れ」や「うつ病」など、認知症と紛らわしい症状もあります。
まずは医療機関を受診し、正確な診断を受けましょう。

　だましの手法が巧妙で、見破ることが困難な事態となっています。
　平成27年12月末現在、特殊詐欺での高齢者被害件数は全体の73.1％を占め、
被害金額においても84.1％となっております。平日の日中に留守番をしてい
る人の良い無防備な高齢者が狙い撃ちにされているのです。

だまされないための心得五か条

詐欺の犯人は、高齢者を　 っています。

一、 子や孫をかたる電話をむやみに信じない
二、 いらないものは、はっきり「いらない」という
三、 うまい話にゃ裏がある
四、 最初は無料で点検…本当か？
五、 ちょっとでもおかしいと思ったら、必ず誰かに相談する

困ったときは一人で悩まずに、消費生活センターに相談を！

消費者ホットライン　１８８番
い　や　や

地方公共団体が設置している身近な消費生活センターや、消費生活相談窓口をご案内します。
●置賜消費生活センター ０２３８－２４－０９９９　●警察相談専用電話 ♯9110（山形県警察本部）

75歳以上の運転者

認知機能検査（講習予備検査）
記憶力・判断力が

①低下している　　　②少し低下　　　③心配ない

高齢者講習

認知症と判明 認知症でないと判明

免許取消し、または停止 免許継続

認知機能検査の結果に応じた講習を実施

運転免許証の更新

臨時適性検査

記憶力・判断力が低下している者で、
特定の交通違反をおこなった者

「認知症の恐れ」で診断書義務!
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平成27年度の社協関連事業を振り返る

≪大会成績≫
　優　勝　渡部　春雄（手ノ子）
　第２位　長谷部　明（萩　生）
　第３位　髙橋　国子（萩　生）
　第４位　小松　輝子（添　川）
　第５位　金子　初二（　椿　）　

高
齢
者
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

（
10
／
15　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

健
康
長
寿
の
組
織
で
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会(

会
長　

梅
津
昌
平)

が
主
催
す
る
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に

今
年
度
も
町
内
各
地
か
ら
２
２
０
名
を
上
回
る
選
手
が
集
い
、

健
康
で
明
る
く
元
気
な
高
齢
者
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に「
は

つ
ら
つ
」
と
し
た
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

《
大
会
成
績
》　　

　

優　

勝　
　

東
部
地
区
高
砂
会　
　
　
　
　
（
150
点
）

　

第
２
位　
　

手
ノ
子
高
砂
会　
　
　
　
　
　
（
140
点
）

　

第
３
位　
　

黒
沢
壽
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
140
点
）

　

公
式
ワ
ナ
ゲ
最
優
秀
選
手
賞　

　
　
　
　
　
　
（
手
ノ
子
高
砂
会
）
志
田　

花
子
（
90
点
）

ふれあい・グラウンドゴルフ大会
（10／6　スワンパーク）

山新おしどり金婚さん顕彰記念品贈呈式
（10／15　町民総合センター）
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ふれあい・いきいきサロン運営担当者経験交流会
～広げようサロンの輪サミット～
（11／19　町民総合センター）

椿
地
区
公
共
施
設
防
災
対
策
協
議
会

に
よ
る
合
同
防
災
訓
練

（
10
／
13　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
周
辺
施
設
）

老
人
ク
ラ
ブ
と
町
長
と
の
懇
談
会

（
12
／
14　

し
ら
さ
ぎ
荘
）

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会

（
９
／
２　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
）

《
審
査
結
果
》　　

　
【
最
優
秀
賞
】

　
　

低
学
年
の
部　

後
藤　

和
希
さ
ん
（
添
川
小
２
年
）

　
　

高
学
年
の
部　

長
谷
川
歩
夢
く
ん
（
第
二
小
４
年
）

　
【
優
秀
賞
】

　
　

低
学
年
の
部　

塚
田
ひ
よ
り
さ
ん
（
添
川
小
１
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

紗
也
さ
ん
（
第
一
小
３
年
）

　
　

高
学
年
の
部　

竹
田　

瞳
彩
さ
ん
（
手
ノ
子
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　

舟
山　

陽
菜
さ
ん
（
第
二
小
５
年
）

在宅介護者の集い
～　川記念病院長 　川順先生の講演～

（12／5　いいで旅館）
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ご紹介介護保険事業 の
～ご自宅で自分らしい生活を送っていただくために支援いたします～～ご自宅で自分らしい生活を送っていただくために支援いたします～

● 居宅介護支援事業所 ●
　 「在宅介護支援センター福祉の里めざみ」 電話：0238-86-2231

住み慣れたご自宅で、快適な生活を送れるよう介護サービスのご相談に応じながら、専属の
ケアマネジャーが一人ひとりにあった居宅サービスの計画を作成し、事業所との連絡調整や
関係機関への手続きなどのお手伝いをさせて頂きます。

● 訪問介護事業所 ●
　 「訪問介護ステーション福祉の里めざみ」 電話：0238-86-2231

ご自宅にホームヘルパーが訪問し、入浴や排せつ、食事の介助や日常生活全般に関するサー
ビスを提供します。ご利用者様やご家族様の負担が軽減されるよう心を込めて、きめ細やか
な支援を心掛けております。

● 通所介護事業所 ●
　 「日帰り介護センター福祉の里めざみ」 電話：0238-86-2237

● 短期入所生活介護事業所 ●
　 「日帰り介護センター福祉の里めざみ」 電話：0238-86-2236

● 通所介護事業所 ●
　 「日帰り介護センター福祉の里めざみ」 電話：0238-86-2237

快適な入浴、家庭的なおいしい食事、楽しいレクリエーションなどのサービスを提供し、健康維持・
増進を図ります。介護が必要な方に職員が適切に援助しながら、他のご利用者様と交流すること
で心身をリフレッシュしていただき、その人らしい日常生活が送れるよう支援いたします。

● 短期入所生活介護事業所 ●
　 「短期入所生活介護センター福祉の里めざみ」 電話：0238-86-2236

日常の生活リズムを尊重した介護スタイルのユニットケア方式で、ご利用者様やご家族様の
希望に寄り添ったサービス提供を行っております。やすらぎと充実した介護環境のもと、ご
利用になる方にとって安心で、居心地の良い家庭的な環境をご用意しております。　

主任
わたなべ　ひさこ

渡部  寿子

統括係長
かわさき　みゆき

川﨑美由紀

主任
たかはし　れいこ

髙橋  玲子

わたしたちが
ケアマネジャー

介護支援専門員です！
ひとりで悩まずご相談ください　　℡（０２３８）８６－２２３１



皆様からのご予約を心よりお待ち申し上げております皆様からのご予約を心よりお待ち申し上げております

℡７２－２１０９℡７２－２１０９飯豊町萩生飯豊町萩生

安全・親切・快適　暮らしに奉仕する…

めざみ交通 株式
会社

飯豊町椿１９８４-８

TEL（0238）72－2137

平成27年度広報支援協賛企業紹介  ～私たち企業は、飯豊町の福祉事業を応援します～平成27年度広報支援協賛企業紹介  ～私たち企業は、飯豊町の福祉事業を応援します～平成27年度広報支援協賛企業紹介  ～私たち企業は、飯豊町の福祉事業を応援します～

社会福祉協議会活動や福祉の里めざみの運営を応援して下さる広告協賛企業を募集しております。詳細は事務局にお問い合わせください。

寝具設備関係業務・ベッド・カーテンの販売など

ワタキューセイモア株式会社

東北支店  TEL 022-392-2141㈹

健康と快適の明日を考える

文具とOA機器の

本　　店  長井市栄町10番1号
　　　　  TEL(0238)84-2507　FAX(0238)84-2640
山形支店  TEL(023)643-6331　FAX(023)643-6332

ソック 株式会社

U R L   http://www.soc2009.co.jp
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山形県川西町大字上小松5095-36

各種御宴会・御法要・祝膳承ります!!

〒999-0602　山形県西置賜郡飯豊町大字萩生615

TEL
FAX

（0238）7 2－2 1 9 1
（0238）7 2－2 1 9 2

環境・水・快適な生活を守り続けて54年

上下水道・給排水・衛生設備・浄化槽工事
ボイラー設備・空調設備・消雪工事

設計・施工・保守点検
住宅設備機器販売

飯豊町第三セクター連絡協議会
西置賜郡飯豊町大字数馬

(白 川 荘 内)
0238－77－2124

めざみの里観光物産館
TEL 0238－86－3939

いいで白川荘
TEL 0238－77－2124

エルベ
TEL 0238－86－2828

しらさぎ荘
TEL 0238－74－2161

どんでん平ゆり園
TEL 0238－78－5587

未来へのおくりもの・・・未来へのおくりもの・・・

お米はここまで美味しくなれる。

山形から、日本の新品種
　ご飯の大好きなあなたへお届けします。

山形おきたま農業協同組合飯豊支店
山形県西置賜郡飯豊町大字萩生528

TEL 0238－72－2121　FAX 0238－72－2010

飯豊町小白川117   ☎72-2981 

べーちゃん こーちゃん

●川西町浴浴センター●ま ど か
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■職　　種　臨時ヘルパー（介護員） ※パートタイムでの勤務可（応相談）
■募集人員　若干名（年齢／性別：不問）　　　
■勤務場所　本会運営事業所の内いずれか（福祉の里めざみ内）
■勤務形態　交代勤務制　1週あたり38時間45分以内　
■応募資格　①介護福祉士又は介護職員初任者研修受講修了者、ホームヘルパー2級
　　　　　　②普通自動車免許（ＡＴ限定可）
　　　　　　※原則的に土、日、祝日及び夜間勤務可能な方で、心身ともに健康な方。
■賃 金 等　法人給与規程による／各種手当有／社会保険加入、福利厚生制度有
■申 込 み　申し込みは随時受け付けております。まずは電話でご連絡ください。

評
議
員
の
紹
介

評
議
員
の
紹
介

第
５
号　

手
塚　

房
夫
（
黒
沢
）

就
任　

二
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
付

【
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
の
代
表
】

感謝録感謝録 みなさまのご厚志に心よりお礼申し上げます
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〈今号では昨年８月から今年１月20日までに届けられた善意を掲載させて頂いております。
　皆様からお寄せ頂いた貴重なご寄付は地域福祉の向上のために有効に使わせていただきます〉

平成27年度において、栄えある表彰状並びに感謝状をお受けになられた皆様をご紹介いたします。

●社会福祉事業のために寄付を頂いた方々 （順不同） 
　　舟山　進助 様（　椿　）　　西部地区公民館文化祭実行委員会 様
　　第42回飯豊町芸能発表会実行委員会 様

●施設ボランティア慰問、物品寄贈等 （順不同） 
　□物品寄贈　　　髙橋　嘉浩 様（小白川）　　木村　明夫 様（萩　生）
　　　　　　　　　横澤　浩雄 様（黒　沢）　　木村　　実 様（萩　生）
　　　　　　　　　舟山弥一郎 様（松　原）　　下椿いきいきクラブ 様
　　　　　　　　　オリーブソーイング㈱ 様
　□ボランティア　さゆり保育園の皆様　 中部幼稚園の皆様　 小国高校飯豊支部の皆様　
　　　　　　　　　長井工業高校飯豊支部の皆様　 町西ゆりの会の皆様
　　　　　　　　　JA女性部豊原支部の皆様　 特定非営利活動法人ほっとの皆様

　　－飯豊町社協は本年4月に法人設立50年目を迎えます
　　　　　半世紀の歩みを振り返り、更なる組織の発展に繋げます－
　昭和30年４月に飯豊村社会福祉協議会（昭和33年４月中津川村との合併を経て
「飯豊町社協」になる）が任意団体として創設され、その後、昭和41年に社会
福祉法人格を取得し、今年で50年の節目の年を迎えることとなりました。
　わたしたちは、50周年の節目にふさわしい活動の展開に努めるとともに、
これまで以上に地域の皆様との協働を促進し、地域福祉活動計画のスローガ
ンに掲げる「ひとり一人の生に光をあて　幸せを実感できる暮らしづくり」
を推進していきます。なお、次号121号（８月発行）を50周年記念号として組織の沿革等を特集する予定です。
どうぞご期待ください。

社会福祉の分野で功績のあった皆様

●山形県知事老人福祉功労者感謝状 
【老人クラブ育成功労】　　
　熊野　次雄 様（手ノ子）　佐藤　順一 様（黒沢）
【老人福祉施設等介護職員】　　
　佐藤　久子（社協職員）　 梅津　和子（社協職員）

●全国民生委員児童委員協議会長表彰 
【永年勤続民生委員児童委員】手塚　勝助 様（萩生）

●山形県身体障がい者福祉大会会長表彰 
【自立更生者功労】　長谷川美佐子 様（ 椿 ）

●山形県・県民福祉大会会長表彰 
【民生委員児童委員功労】　　寒河江秀憲 様（高峰）

【一般社会福祉事業関係功労】竹田　　經 様（手ノ子）

【社会福祉事業協助・奉仕団体】
　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人ほっと 様

●山形県老人クラブ連合会会長表彰
【育成指導功労】
　鈴木八郎兵衛 様（手ノ子）　梅津　名七 様（ 椿 ）

介護職員を募集します
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